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　泌尿器科がんにおける標準的治療
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治療選択肢の一つである．その他の ablation therapy 
として，腫瘍を凍らせて消滅させる凍結治療





















































手術困難例，③low grade､ low stage 症例であるが，
内視鏡下に治療可能となれば，患者への侵襲は低く，
入院期間短縮にもつながり患者メリットは十分あると






















経尿道的膀胱腫瘍切除術（transurethral resection of 
bladder tumor：TURﾝBt）が行われる．TURﾝBt に関
しては，少なくとも visible tumor の完全切除が必要
で，内視鏡的完全切除を目標とする場合は，筋層深部
まで切除する complete TURﾝBt が必要である．また
病理所見によっては，repeat TURﾝBt を施行し正確な
病期診断を行う必要がある．表在性腫瘍の50～60％が
再発を来たすため high risk 症例（①再発頻度の高い
癌，②多発性，非乳頭状，③grade3，④complete TUR







































































ルにより，NED（no evidence of disease）を目指して
いる．しかしながら治療抵抗性の症例は必ず存在し，

































陰性率は10％未満と cancer control の面でも良好な
進行性尿路上皮癌




Pathological CR pT3≦､ N0 M0 ≦pTany､ N＋and/or M+
Palliative careWatchful waiting Low dose chemo±RT
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